
そよかぜ 
                    

第 7 回 傾聴ボランティア公開養成研修      
 

 

     ■令和 5 年 4 月 23 日（日） １３時３０分～１５時 

       ■和歌山ビッグ愛９階 A 室 

       ■講師 ボランティアグループアップル代表 岡 育子 

       ■演題「聴く～放つ」 

          「傾聴ボランティアの現状」 

       ■入場 無料（定員４０名）先着順 
      

申込先：後（090-5894-3806） 小川（090-3036-0988） 
 

ボランティアグループアップルは 

     平成 9 年 1 月に発足。主に高齢者施設などを訪問し、音楽と 

傾聴の活動を行っています。 
       
      

   災害ボランティアセンター中核スタッフ養成研修 
東日本大震災から１２年の３月１１日、和歌山ビッグ愛にて災害ボランティアセンター中核スタッフ養

成研修を開催しました。この研修は、災害時に被災者とボランティアをつなぐ役割を担う人材を育成

するための研修で毎年開催しています。 

県内社会福祉協議会、関係団体から約８０名の参加をいただき、最初の講義では災害ボランティア

センターの役割と機能、支援者の心構えを学びました。その後のグループワークでは、災害支援に

必要な知識や考え方のポイントを学ぶため、被災者のニーズとボランティアをマッチングするカードゲ

ームを行いました。オンラインでの会議や研修が続くなか、今回は対面式で行い、参加者同士が活

発に意見交換をする姿が見受けられました。和やかな雰囲気の中にも防災、減災を自分ごととして

真正面から取り組む姿勢が伝わる研修となりました。 

大震災発生時刻には、東北を想い、「私たちは忘れない」「大切にしていること」など、教訓を胸に黙

祷を捧げました。 
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ボランティア保険 こんな時どうする？ 
  
ボランティア活動中、あるいは往復途上でケガをした時 

<保険金請求手続きの流れ> 

① 事故報告書を記入・作成し、社会福祉協議会へ提出をお願いします。 

事故報告書の様式は、「ふくしの保険」ホームページからダウンロードして 

いただくか、最寄りの社会福祉協議会にございます。 

② 社会福祉協議会から保険会社に報告書を FAX します。 

③ 保険会社より保険金請求手続きをご案内します。 

担当者が事故報告書をもとに事故状況などを確認させていただき、保険金請求手続き

をご案内いたします。 

④ 保険会社に保険金請求書類をご提出ください。 

保険金請求に必要な書類一式をお送りしますので、ご記入のうえご提出ください。 

⑤ 保険金のお支払い 

事故発生日から 30 日以内に事故報告いただけない場合、  
保険金の全額または一部をお支払いできないことがあります 
のでご注意ください。 

 
新たに 8 団体のボランティ

ア団体活動紹介動画を更新し
ました。 
 ぜひ、ご覧ください。 

ボラセン YouTubeQR コード 
https://www.youtube.com/channel/UCz-
vAv4xxk2teXqiESD25_w  
        

 

 

  

 

 

 

 

今後、そよかぜを郵送ではなく、メール受信を希望される方は、waken-vc@shakyo.com 
までご連絡ください。（ただし、PDF ファイルを添付する形になります。） 

 

収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

匿名 様、（一社）生命保険協会和歌山県協会 様、 

紀の川市社会福祉協議会 様、岩出市社会福祉協議会 様、 

白浜町社会福祉協議会 様、串本町社会福祉協議会 様(順不同)  
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アルテリーヴォ和歌山試合運営ボランティア 
リーヴォランティア募集！！ 

 
                                        

5 月１４日（日） １４時キックオフ ＠紀三井寺公園陸上競技場

６月 ３日（土） １４時キックオフ
＠サカイキャニングスポーツパーク 

（橋本市運動公園陸上競技場）

６月１８日（日） １４時キックオフ ＠上富田スポーツセンター多目的グラウンド B コート

７月 ９日（日） １９時キックオフ ＠紀三井寺公園陸上競技場

８月２６日（土） １５時キックオフ
＠サカイキャニングスポーツパーク 

 （橋本市運動公園陸上競技場）

９月１０日（日） １４時キックオフ ＠上富田スポーツセンター球技場 

【問い合わせ先】 

株式会社アルテリーヴォ和歌山 

                    ボランティア担当：曽山 mail：soyama@rivo.jp 

                                                            和歌山市松江中 3 丁目 2-20 

                                                            TEL：073-488-3288 

                                                            FAX：073-488-3289

ボランティア募集の詳細につきましてはこちらまで
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アルテリーヴォ和歌山 



 

学生ボランティア募集！！ 
こどもたちとの遊びプログラムをお手伝いして 

くれるボランティアを募集しています。 

 

 このプロジェクトは、こどもたちが地域の様々な 

方と交流し、学び、安心できる場所をつくることを 

目的としています。 

 一緒にこどもたちと遊び、体を動かしてくれる方！ 

ご応募お待ちしています！ 

★毎月 第２土曜日 １２：３０～１５：３０ 

４月８日(終了) ５月１３日 ６月１０日 ７月８日

８月１２日 ９月９日 １０月１４日 11 月 11 日 

１２月９日 １月１３日 ２月１７日 ３月９日

★場所 金屋農村センター（有田郡金屋町金屋６５７）
 
■こどもたちと一緒にボール遊びや工作等をしていただきます 
■将来、こどもと関わる仕事に就きたい方、スポーツや工作が得意な方、ぜひ 
 ご応募ください！ 
■ボランティア活動に興味のある方もお気軽にご応募ください！

<お申込み・お問い合わせ>
有田川町住民活動センター  

０７３７－２３－８８００
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

那智勝浦町社会福祉協議会 様、上富田町社会福祉協議会 様、 

新宮市社会福祉協議会 様、こばと学園 様、匿名 様、 

きのくに信用金庫 様、和歌山市社会福祉協議会 様(順不同)  
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4 月 21 日（金）、和歌山県ボランティア連絡協議会理事会、総会、交流会を
開催しました。交流会ではボランティア団体の活動紹介として、おいし弁当代
表、佐本綾子氏、NPO 法人スペシャルオリンピックス日本・和歌山からは事務
局次⾧、上戸健二氏の講義をいただきました。 

おいし弁当は、「四季折々のメニューを考
え調理するボランティア・食材を提供して
くれるボランティア・お弁当に添えるお便
りを作成する中学生・完成したお弁当をお
届けするボランティア」のチームプレーで、
町内へ配達されます。88 歳の方も一緒に活
動しており、みなさん元気な限り頑張って
いきたいと意気込みを語ってくれました。
（写真①、②） 

 
 
 
 
 

 

NPO 法人スペシャルオリンピックス日
本・和歌山は、スポーツをツールに知的
障がい児者の自立支援や社会参加をサポ
ートしている団体です。現在の会員は、
130 名。 
アスリート（選手）は、会のお手伝いやア
ート展を開いたり、イベントにも積極的
に参加しています。今後は他の団体とも
繋がりを深め互いに尊重しあい、助け合
える共生社会を目指しています。 

（写真③、④） 
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① 

② 

③ 

④ 



ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

紀美野町社会福祉協議会 様、和歌山県福祉保健総務課 様、 

和歌山県人事課 様、Club 森塾 様、弘心会ほうらい苑 様 

根来山げんきの森 様、JA わかやま営農生活部 様  (順不同) 

 

 

<学習ボランティア募集！！> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      こばと学園 
和歌山市直川１４３７ 
TEL：０７３－４６１－００７２ 

FAX：０７３－４６１－００８８ 

 

２０２３ 夏のボランティア体験月間 

  夏のボランティア体験月間事業は、休暇を取りやすい 7 月から 8 月の夏の期間

を利用して、多くの方々にボランティア活動を体験していただく取り組みです。 

  福祉・ボランティアへの関心を育むプログラムの企画・実践を行い、新たなボラ

ンティアの参加層の拡大とさまざまなボランティア活動が和歌山県内各地域で交

流・展開されることを目的に実施します。 

 ★詳しい内容につきましてはこちらをご覧ください。 

                                                                                                         

主催・お問い合わせ先 

  社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会・和歌山県ボランティアセンター 

  TEL：０７３－４３５－５２２０ / FAX：０７３－４３５－５２２１       県社協 HP 

  E-mail：waken-vc@shakyo.com 

      ホームページ：https://www.wakayamakenshakyo.or.jp/                                                     
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

★小学生の学習指導 

★日曜日 
AM8:30～AM10:00 

★算数・国語の基礎 
基本とドリル学習 
 

 お待ちしています! 
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令和５年  

和歌山県知事表彰受賞 点字の広場  
                   （代表 三嶋弘子さん 後列右から

5 人目）    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体結成以来２３年間「情報のバリアフリー」をキーワードに、関係機関発行の広報紙

や絵本を点訳し、必要な情報が必要な人に点字で届くよう活動に取り組んでこられました。 

ボランティアサロンでは月２回の点字講習会を開催し、地域における点字・点訳の理解と

技術向上の取り組みを進めています。 

三嶋弘子代表は、「出来るときに、出来ることを、出来る人がする」をモットーに活動を続けて

きました。強い使命感を持つのではなく、皆で楽しみながら細く長くつづけていくことがコツで

す。たとえ 10 分でも参加して元気になれるよう、メンバーの居場所となるようなグループであり

たい」とおっしゃいます。 

一人でも多くの人に点字を知ってほしいという 

思いが活動に、そして今回の受賞に繋がった 

のではないでしょうか。 

本当におめでとうございます。 

 

8 月 8 日（火） １０：００～１２：００ 

「点字を体験してみませんか」 

小学生以上でボランティア体験者募集中！！ 

詳しくは和歌山県ボランティアセンターまで。 
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ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

郵政近畿共助会和歌山支部 様、匿名 様 

和歌山市社会福祉協議会 様、海南市社会福祉協議会 様 、 

橋本市社会福祉協議会 様  (順不同) 

 

                             

夏のボランティア体験月間プログラム 公開中！！         
★プログラム情報★ 

 

＊台風２号の被害により、プログラムに変更が          ←県社協 HP 

生じる場合がございます。                     福祉活動ガイドからプログラムを 

事前に主催者への確認をお願いします。            ご覧いただけます。 

 

 

 

 【和歌山県ボランティアセンターより】 

この度、台風 2 号の被害に遭われた被災者の方々に心よりお見舞い申し上げます。 

県災害ボランティアセンターでは、関係機関や県内の社会福祉協議会と連携を取りながら、１日

も早く日常を取り戻せるよう全力で支援に取り組んでいるところです。 

全国からもたくさんの温かい気持ちが届いております。 

ほんとうにありがとうございます。                                            
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日程 内容 主催者 

7/12 子供食育ボランティア NPO 法人 健康とコミュニティを支援するなるコミ 

7/21 清掃ボランティア（亀川地区、下津町内） （福）海南市社会福祉協議会 

7/22 サロンボランティア （福）海南市社会福祉協議会 

7/24 お宅訪問ボランティア （福）海南市社会福祉協議会 

7/25 清掃ボランティア（巽地区） （福）海南市社会福祉協議会 

7/25 デイサービスボランティア （福）海南市社会福祉協議会 

7/26 お宅訪問ボランティア （福）海南市社会福祉協議会 

7/26 サロンボランティア （福）海南市社会福祉協議会 

7/27 折り紙ボランティア （福）海南市社会福祉協議会 

7/28 清掃ボランティア（下津町内） （福）海南市社会福祉協議会 

7/28 お宅訪問ボランティア （福）海南市社会福祉協議会 

収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 
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「令和 5 年 台風第 2 号災害義援金」へのご協力をお願いします 
                 （令和 5 年６月２１日～令和 5 年９月３０日まで） 

和歌山県では、令和５年台風第２号によって被害を受けられた被災者を支援するため

「和歌山県令和５年台風第２号災害義援金」を募集します。 

金融機関 口座番号 振込先 

紀陽銀行県庁支店 (普)417386 

和歌山県令和 5 年 

台風第 2 号災害義援金 

ゆうちょ銀行 00960-5-213145 

きのくに信用金庫 

本店営業部 (普)2683944 

和歌山県信用農業協同組合 

連合会本所 (普)0009116 

詳しくは、和歌山県のホームページをご確認ください。   
 

                                                                        
        【和歌山県ホームページ】        

 
 

第２８回 NHK ハート展  
詩の募集 【応募締切 2023 年９月７日（木）】 

「NHK ハート展」は、全国の障害のある人から寄せられた詩を紹介する展覧会で、来年度

に開催予定の第２８回の詩を募集します。ハート展では、詩に乗せられたメッセージを通し

て、全ての人が支え合い輝ける社会を応援していきます。今回は、これまでの障害のある人

からの詩に加え、障害者とともに歩む家族や周囲の方々からの詩も募集します。日常で感じ

る気持ち、心にわいてきた言葉、誰かに伝えたい思いを詩に込めてご応募ください。 

【お問合せ】                         

NHK 厚生文化事業団「NHK ハート展」係                              

TEL：０３－３４７６－５９５５ 

FAX：０３－３４７６－５９５６ 

E メール info@npwo.or.jp 
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夏のボランティア体験月間 プログラム     
 
【長期募集のボランティア体験プログラム】 

【８月開催のボランティア体験プログラム】  



 

詳しくは和歌山県社会福祉協議会ホームページをご覧ください。 
 

 

 

                                                       

         （県社協 HP） 
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

株式会社 宮本工業 様、日高川町社会福祉協議会 様   

(順不同) 
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令和 5 年度クリーンアップ運動 in 和歌山 
スポ GOMI 大会 参加チーム募集!! 

制限時間内に、定められたエリア内で拾ったごみの量と質でポイントを競い合う、子供か
ら大人まで年齢を問わずにできる「スポ GOMI」。楽しくごみを拾い、一緒に街をきれいに
しませんか? 

１チーム５名以内（３名以上）で、２０組１００名程度を募集します。 
 
【かつらぎ町】         

    日時:令和５年９月２３日（土・祝）    
       ９時００分から１１時３０分 
    場所:かつらぎ体育センター周辺 
    締切:令和５年９月１３日（水） 
 
 ■申込書はこちらから入手できます↓ 
        県民生活課ホームページ 
    https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031300/cleanup.html 
<問い合わせ> 
    和歌山県 県民生活課（和歌山市小松原通一丁目１番地） 
    TEL:０７３－４４１－２５９８ FAX:０７３－４３３－１７７１ 
    e-mail:e0313001@pref.wakayama.lg.jp 
☆あなたにもできること（自分の生活から出るごみを減らしましょう）☆ 

 ・外出中に発生したごみを家に持ち帰って処分しましょう 

 ・リデュース、リユース、リサイクルの３R 活動により、ごみの発生を減ら

し、 

  資源循環に取り組みましょう 

 ・使い捨てをなくす。 例：容器は再使用できるものを選ぶ。 

 ・包装はできるだけ少ないものを選ぶ。例：「詰め替え用」や「ばら売り」 

 ・マイバッグ、マイボトル等を持ち歩く。 

 

  できることから少しずつ始めましょう。 
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助成金のご案内 

２０２４年ヤマト福祉財団助成金について 

ヤマト福祉財団は、障がいのある方の幸せにつながる事業・活動に対して助成します。ボラ

ンティア団体、サークル等、幅広い活動を支援します。 

助成金の種類   障がい者福祉助成金   

募集内容     ①助成総額 2，000 万円（予定）[上限１００万円] 
        ②対象事業・活動（1.会議・講演会、２.ボランティア活動、3.スポーツ

活動・文化活動、４.調査・研究・出版） 

応募要件    ①２０２４年４月以降に開始し、２０２５年２月末日までに完了する事
業、活動に限ります。 

        ②２０２２年４月から１年間以上活動実績のある事業所・施設・団体 
                               （個人の活動は不

可） 
        ③波及効果の望める事業、活動を優先します。 
応募方法    ヤマト福祉財団のホームページより、申請書をダウンロードし、ご応募く

ださい。 
応募期間            ２０２３年１０月１日（日）～１１月３０日（木）＊当日消印有効 

問い合わせ先  公益財団法人 ヤマト福祉財団助成金事務局 TEL:03-3248－0691 

              ホームページ:https://www.yamato-fukushi.jp/works/subsidy.html 
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

小岩 静江 様、紀陽銀行 様、生命保険協会 様 

和歌山市社会福祉協議会 様、白浜町社会福祉協議会 様 

岩出市社会福祉協議会 様、海南市社会福祉協議会 様 

(順不同) 



そよかぜ 
                   

～夏のボランティア体験月間 2023～ 
夏のボランティア体験月間プログラムのひとつとして８月２２日、点字体験（主催者：点

字の広場）を開催しました。幅広い年齢層の方からの参加をいただき、３つのプログラムを

中心に点字の基礎から学習しました。 

① 「見てみよう さわってみよう」 →生活の身の回りにある食品や日用品に点字がついて

あるものや点字絵本、地図、レシピ本などにふれてみる。 

② 「書いてみよう」→６つの点を使用して文字を表現。 

③ 「聞いてみよう」→点字の広場のメンバーから日常生活のなかでの体験談や工夫してい

るところ、また盲導犬についてのお話もしていただきました。 

                             

☆参加者の方からの感想です☆ 

 

      

 

                                           

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア情報 第 325 号（2023.9 作成） 
 

なかなか点字を覚えるのが難しかっ
た。ただ、自分で打った点字が当た
っていた時の爽快感は忘れられな
い。自分や家族がもし目が見えなく
なったりした時のためにもっと点字
を学びたい。 

初めての点字体験でしたが、集中力も
久々に使えて心地よい疲れになりまし
た。これは、慣れだなと思い意欲も少し
出ています。本日はありがとうございま
した。 

ぷちぷちするのが楽しかった。 

点字を打つのが楽しかった。 

書くほうは逆になるというのが、難し
いと思いました。道具や書き方など初
めて知ることばかりで貴重な体験とな
りました。盲導犬が和歌山に３頭とい
うお話に驚きました。シャンプーの容
器や食品など身近なところで、点字を
見つけてみたいと思います。ありがと
うございました。 

楽しい 



 

第 13 回お手玉遊び交流会 ～とどけよう お手玉のぬくもり～ 
 

  日 時：令和 5 年 10 月 14 日（土）午後 1 時半～3 時 

  会 場：河北コミュニティセンター 2 階多目的ホール   

  参加費：子どもから大学生/無料、大人/３００円 

  内 容：楽しいお手玉遊び 

     ・赤ちゃんから遊べるお手玉 

     ・お手玉遊びの基礎・基本 

     ・技・経験がなくても楽しめるお手玉（現代風お手玉遊び） 

  ＊小学生以下の子どもは保護者同伴でお願いします 

  ＊申し込んでいなくても当日参加 OK です 

申し込み・連絡先  

和歌山のお手玉の会 森   TEL：073－452-8627 

和歌山のお手玉の会 池尾  TEL：073－451-3071 

      

令和 5 年度クリーンアップ運動 in 和歌山              

スポ GOMI 大会 参加チーム募集 
制限時間内に、定められたエリア内で拾ったごみの量と質でポイントを競い 
合う、子供から大人まで年齢を問わずにできる「スポ GOMI」。 
楽しくごみを拾い、一緒に街をきれいにしませんか? 

日  時:令和５年１０月 21 日（土） 9 時～11 時 30 分 
場  所:上富田町役場周辺 
チーム数:1 チーム 5 名以内 
申込期限:令和 5 年 10 月 11 日（水） 

 
問い合わせ先:和歌山県県民生活課（和歌山市小松原通一丁目 1 番地） 

                TEL073－441-2598 FAX073－433-1771 
                e-mail:e0313001@pref.wakayama.lg.jp 
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

公益社団法人 和歌山県労働者福祉協議会 様、 

和歌山つくし会認定こども園 様 (順不同) 



そよかぜ 
                   

～腹話術講習会のご案内～ 

 

  人形と楽しくおしゃべりする腹話術。誰にでもできるものではない、と思って 

いませんか？脳を活性化し、人とのコミュニケーションにも役立つ腹話術をこの

チャンスに習ってみませんか？毎日の生活が一変するかも・・・。 
 

                日時：令和 5 年 11 月 11 日（土）  

13 時 30 分～15 時 30 分 

                場所：フォルテワジマ 6 階 ミーティングルーム C 

                受講料：無料 

    

                        経験・年齢・性別・職業は一切問いません 
 

◆お問合せ・参加申し込み◆ 

                和歌山県腹話術協会（090-2040-4751 宮本） 

 

～ラフターヨガ（笑いヨガ）体験会～   

            笑って心も身体もスッキリ !! 
    

日時：令和 5 年 11 月 20 日（月）  

13 時 30 分～14 時 30 分（受付 13 時～） 

  場所：和歌山県立体育館 大会議室（和歌山市中之島 2238 番地） 

  参加料：500 円 

  講師：藤島 壽子（NPO 法人 ラフターヨガ・ジャパン理事） 

  定員：20 名 

  参加方法：電話又は体育館管理事務所にて受付しますので氏名と連絡先 

         をお伝えください。 

          ＊先着順で定員に達した時点で受付終了といたします。 

          【お問い合わせ先】  

公益財団法人 和歌山県スポーツ振興財団 073-422-4108 
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元気な和歌山を作るＮＰＯ（ＮＰＯ法人・市民活動団体・ボランティアグループ

等）に対し、日々の活動費用を助成し、企業と県民が協働して街づくりの推進を図

ることを目的としています。 
 

助成対象 ①スタートアップ支援事業（設立 2年未満 5万円の助成×4団体） 

     ②パワーアップ支援事業 （設立 2年以上 10 万円の助成×3団体） 

応募締切 令和 5 年 11 月 16 日（木）＊消印有効 

問い合わせ・申請先 わかやま NPO センター            

        TEL:073-424-2223  FAX:073-423-8355 

                E-mail:info@wnc.jp 

 

■JR 西日本あんしん社会財団■ 
事故や災害などに起因する心身のケアをはじめとした身近な「いのち」を支える活動及

び研究を応援します 
テ ー  マ  ・事故、災害や不測の事態に対する備えに関する活動及び研究 
      ・事故、災害や不測の事態が起こった後の心身のケアに関する活動及び研究 
      ・事故、災害等の風化防止に関する活動及び研究 
助  成  金  活動１件：５０万円以下 

      研究１件：【１年助成】１５０万円以下        

            【２年助成】３００万円以下 

応募締切  令和５年１１月１５日（水） 

募集要項  詳細はホームページでご確認ください 

                       https://jrw-relief-f.or.jp/ 
お問い合わせ先   

ＪＲ西日本あんしん社会財団事務局 

                    ＴＥＬ：０６―６３７５―３２０２ 

                     E-MAIL：info@jrw-relief-f.or.jp 
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

匿名 様、紀三井寺苑 様、和歌山県行政企画課 様、 

印南町社会福祉協議会 様、海南市社会福祉協議会 様、 

岩出市社会福祉協議会 様  (順不同) 

花王ハートポケット倶楽部 地域助成事業 
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令和５年度 和歌山県社会福祉功労者表彰式 
 

 令和５年１０月２３日、社会福祉の増進に寄与した個人・団体を表彰する「令和５年度 和歌山

県社会福祉功労者表彰式」が和歌山県民文化会館で行われました。 

心からお祝い申し上げますとともに、今後のご健勝とますますのご活躍をお祈りいたします。 

 

■和歌山県知事感謝状■ 

福祉ボランティア功労者（団体）     

団体名 市町村名 

和歌山 YMCA 病院ボランティアの会（代表：坂本 智） 和歌山市 

むつみ会                （代表：池宮 久美子） 海南市 

てんとうむし               （代表：落合 晃子） 海南市 

絵手紙グループ「るーぷ」       （代表：中島 千登世） 新宮市 

川辺西小学校児童会        （代表：榎本 龍也） 日高川町 

  

■和歌山県社会福祉協議会会長表彰■ 

ボランティア功労者（個人）     ボランティア功労者（団体） 

氏名 市町村名 

 

団体名 市町村名 

三辻 敏明 和歌山市 海南ロータリークラブ  （代表：小野田 典生） 海南市 

新舞踊小桜流あやめ会（代表：山下 宏子） 海南市 

高畑環境美化クラブ  （代表：大岡 弘明） 海南市 
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こどもに関わる一人ひとりが、災害発生時の対応に向けた備えについて「我が事」と

して考えることで、地域の防災力を高める意識を身に着けこどもたちが安心して集

うことができる居場所づくりの推進を目的に開催します。 
 

     日時：２０２３年２月３日（土）13：30～16：30 

     会場：大阪市中央公会堂 大集会室（ホール） 

     内容：基調講演とパネルディスカッション 

     参加費：無料 

     対象：こどもの居場所活動に関心のある方、活動者、地域団体 

（民生委員・児童委員、主任児童委員、青少年指導委員、 

PTA、学校等）、福祉施設（児童、高齢、障がい等）、企業等 

     連絡先：大阪市ボランティア・市民活動センター 06-6765-4041 
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

和歌山県母子寡婦福祉連合会 様、こばと学園 様、 

和歌山県福祉保健総務課 様、海南市社会福祉協議会 様、 

日高川町社会福祉協議会 様、  (順不同) 

地域こども支援ネットワーク事業 

「広がれボランティアの輪」連絡会議 共催シンポジウム」 
 

「こども×防災×ボランティア」 

～ボランティアの存在価値・力を確認しよう～ 
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   令和 5 年度  

和歌山県ボランティアフォーラム開催！！ 
～集まれボランティア！広がれスマイル！つながれハッピー！～ 

    

   今年度は、会場での参加とオンラインを併用してボランティアフォーラムを開催します。 

   このフォーラムは、ボランティア・市民活動に関心のある人や実践活動をしている人々が

集い、出会い、ふれあいながら交流を深め、活動の啓発普及や個々の活動意欲の高揚を

図ることを目的として開催します。 

   スタッフ一同、皆さまのご来場をお待ちしています。 

  

      開催日：令和６年１月１５日（月）13：30～15：30 

    会   場：県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 1 階展示ホール 

    参加費：無料 

    参加申込方法：Google フォーム：https://forms.gle/FwKEj52ms17ByoBo6 

メール：waka-vc@wakayamakenshakyo.or.jp 

電話：073-435-5220 

    申込締切：令和６年１月１０日（水） 

     

★活動発表団体★ 

     ・紀美野町（旧美里町）下神野地区自主防災組織 

     ・日本防災士会和歌山県支部 

     ・NPO 法人ハンドインハンド 

                                    
お問い合わせ  

                     社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会・県ボランティアセンター 

                       和歌山県ボランティア連絡協議会事務局（担当：中西） 

                       電話：073（435）5220 FAX：073-（435）5221 

                       Email：waka-vc@wakayamakenshakyo.or.jp 
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収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

（株）宮本工業 様、郵政近畿共助会和歌山支部 様、 

匿名 様、和歌山市社会福祉協議会 様  (順不同) 

 

2024 年度                                       

地域コミュニティ支援補助金の申請受付について 
支援金補助制度で地域での活動を頑張る団体・グループを応援します 

 

生協では事業を通して県民（組合員）の暮らしに貢献し、その実現に 

向けて、地域で主体的・自発的な活動が広がるよう「地域コミュニティ 

支援補助金制度」を創設しました。 

安心して暮らせる地域社会づくりをめざして、地域コミュニティ支援 

補助金制度をすすめます。 

■助成金額 1 団体、上限 10 万円       

  ■応募締切 2024 年 1 月 15 日（月） 

  ■対象となる活動 ・福祉活動 

                   ・子育て支援活動 

            ・食育活動 

          ・環境活動 

          ・その他社会貢献活動 

  ■応募対象 和歌山県内で活動している、ボランティアグループや 

        市民団体、NPO 法人等（営利、政治、宗教や趣味など 

団体は除きます。） 
 

【提出先】〒640-8323 和歌山市太田三丁目 10 番 10 号 

     わかやま市民生活協同組合「地域コミュニティ支援補助金応募」係 

【お問い合わせ先】組合員サービスセンター TEL：0570-00-5002 
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～令和６年能登半島地震への支援にご協力をお願いします～ 

 

このたびの能登地方を震源とする地震により、お亡くなりになられた方々に謹んでお悔 

やみを申し上げますとともに、被災された多くの皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

  和歌山県ボランティアセンターでは、被災地支援に関するボランティア活動情報など和 
歌山県社会福祉協議会ホームページやインスタグラムで随時発信をしていきます。皆さま 
からのご協力をお願いいたします。          

 

                           
県社協ホームページ             県社協 Instagram 

<安全に活動をすすめるために> 
  ・被災地のボランティア受入情報を確認のうえ、出発地でのボランティア活動保険加入をおすすめ 

します。 

<被災地に行けなくてもできるボランティアはあります>         

  【災害義援金の募集（和歌山県）】 
     ■義援金箱 設置場所 

       ・和歌山県庁（サービスステーション、福祉保健総務課） 

       ・各振興局地域振興部総務県民課 

     ■設置期間 

       令和６年１月４日（木）から令和６年３月２５日（月） 

       ＊受付時間は平日午前９時から午後５時（祝日は除く） 

     ■義援金受入口座 
金融機関 口座番号 受付期間 

紀陽銀行県庁支店 （普）４１７７９３ 令和６年１月１０日～令和６年３月３１日

きのくに信用金庫本店営業部 （普）２６８５９４６ 
令和６年１月１０日～令和６年３月２９日

和歌山県信用農業協同組合連合会本所 （普）０００９２１３ 

振込先 令和６年能登半島地震災害義援金 

 

【災害義援金の受付（石川県）】 
     石川県では、日本赤十字社石川県支部及び石川県共同募金会と連携し、令和 6 年 1 月 4 日 

（木曜日）から令和 6 年 12 月 27 日（金曜日）の間、義援金を受け付けます。 

ホームページ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/suitou/gienkinr0601.html  
  

【支援金】 

    Yahoo！JAPAN ネット募金 

   ・令和６年能登半島地震 緊急支援募金（Yahoo！基金） 

   Yahoo！基金では、被災地や被災者支援を目的とした緊急支援募金の受付を開始いたします。 

   皆さまからのご支援をよろしくお願いいたします。 

    ホームページ https://donation.yahoo.co.jp/detail/1630064/ 

ボランティア情報 第 329 号（2024.1 作成） 



 

      令和６年度 ボランティア保険のご案内 
  令和６年度の各ボランティア保険につきましては、新様式が届き次第手続き可能と 

なります。 

 

【ボランティア活動保険】 

 基本プラン 天災・地震補償プラン 

年間保険料 350 円 500 円 

   ＊令和６年度は、「基本プラン」「天災・地震補償プラン」の２つのプランとなりました。 

＊日本国内における自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動が 

    対象です。 

   ＊印鑑（代表者印または、窓口に来られる担当者様の印鑑）、会員名簿（団体の場合）、保険            

    料をお持ちになり、各社会福祉協議会へお越しください。 

（補償期間は受付日の翌日から年度末となっております）       

 

【ボランティア行事用保険】 

 <A プラン：宿泊を伴わない、かつ参加者が事前に特定できる行事> 

A１ 28 円 A2 126 円 A3 248 円 

 

  <B プラン：宿泊を伴う行事>                  ＊１日・１名につき 

１泊２日 241 円 2 泊 3 日 295 円 3 泊 4 日 300 円 4 泊 5 日 354 円 

 

  <C プラン：宿泊を伴わない、かつ参加者が事前に特定できない A1 区分行事> 

１日・１名につき         28 円 

   ＊地域福祉活動やボランティア活動の一環として日本国内で行われる各種行事が対象です。 

   ＊A プラン、C プランは最低２０名分の保険料が必要です。 

   ＊参加者名簿のご準備をお願いします。 

 

   使用する様式にご注意ください！！ 

   ★令和６年３月３１日までの行事⇒令和５年度の様式、払込票を使用してください。 

   ★令和６年４月１日からの行事⇒令和６年度の様式、払込票を使用してください。 

     

 

 

今後、そよかぜを郵送ではなく、メール受信を希望される方は、waka-vc@wakayamakenshakyo.or.jp ま

でご連絡ください。（ただし、PDF ファイルを添付する形になります。） 
 

収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、県社会福祉 

協議会を通じて社会福祉のために活用させていただきます。 
 

つくし医療・福祉センター 様、公明党和歌山第４支部 様 

東武トップツアーズ（株）様、那賀振興局 様、 

和歌山県行政企画課 様、海南市社会福祉協議会 様 (順不同) 



そよかぜ     

 

令和 6 年度  

ボランティア活動保険・行事用保険の受付が始まりました。 

お近くの社会福祉協議会で手続きができます。 
                                                       

 <ボランティア活動保険の Q＆A>                                      

 Q. 基本タイプと天災タイプの補償の違いを教えてください。 

 

 A. 両タイプともにケガと賠償責任を補償しますが、基本タイプでは天

災（地震・噴火・津波）によるケガは補償されません。一方、天災タイ

プは基本タイプの補償範囲に加えて、天災（地震・噴火・津波）による

ケガも補償されます。 

   なお、台風・洪水・竜巻・落雷等によるケガは、いずれのタイプでも補

償されます。 

 

ボランティア情報第 330 号(2024.2 作成) 



 

 <令和５年度 和歌山県ボランティアフォーラムを振り返って> 
 

令和 6 年 1 月 15 日、和歌山県ボランティアフォーラムを開催しました。 

今年度のフォーラムは会場とオンラインを結ぶハイブリッド形式で行われ、４

５名の参加をいただきました。下神野地区自主防災組織、日本防災士会和歌

山県支部、NPO 法人 ハンドインハンドの 3 団体から活動発表後、グループに

分かれてテーマ別のグループ討議を行いました。ほとんどの方が“初めまして”

の関係にもかかわらず、活発に意見交換する姿が見受けられました。 

当日は、能登半島地震への募金箱を設置したところ、皆さまから温かいお気

持ちをいただきました。こちらの義援金は和歌山県共同募金会を通じ、被災地

にお届けします。本当にありがとうございました。 

 

    

                                                  

 

 

 

 

 
      
   

 

 

                  

 

 

 

   

 

 

 

 

今後、そよかぜを郵送ではなく、メール受信を希望される方は、waka-vc@wakayamakenshakyo.or.jp までご連

絡ください。（ただし、PDF ファイルを添付する形になります。） 

 

ご寄付いただきました使用済切手やカードは、換金し、 

県社会福祉協議会を通じて社会福祉のために活用させて 

いただきます。 

和歌山県障害者スポーツ協会 様、 

和歌山県精神保健福祉センター 様 

岩出市社会福祉協議会 様(順不同) 

収集ボランティアへの 
ご協力 

ありがとうございました 


